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▼
ケ
ー
ス
①
息
子
や
孫
を
装
う
「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」

　「
風
邪
で
声
が
変
な
ん
だ
」「
電
話

番
号
が
変
わ
っ
た
の
で
、
登
録
し
て

お
い
て
」
と
電
話
の
後
、

　「
会
社
の
お
金
が
入
っ
た
バ
ッ
ク

を
電
車
内
に
置
き
忘
れ
た
」

　「
友
だ
ち
の
借
金
の
保
証
人
に

な
っ
て
い
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

　
こ
の
よ
う
に
、
お
金
が
急
に
必
要

に
な
っ
た
と
告
げ
て
、
振
り
込
み
を

依
頼
し
た
り
、　「
知
人
（
バ
イ
ク
便

な
ど
）
に
取
り
に
行
か
せ
る
か
ら
渡

し
て
」
な
ど
と
現
金
の
手
渡
し
を
指

示
し
ま
す
。

怯
対
処
方
法
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対
応
し
た
男
性
に
「
返
金
は
本
人

確
認
が
必
要
な
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
い
機
）
を
利
用
し
て
本
人

確
認
す
る
」
と
言
わ
れ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
前

で
再
び
電
話
、
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に

操
作
し
現
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
。
　
こ
れ
は
市
内
で
実
際
に
起
き
た
事

例
で
す
。
犯
人
は
あ
た
か
も
税
金
な

ど
を
還
付
す
る
な
ど
の
手
続
き
で
あ

る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

誘
導
し
ま
す
。
誘
導
後
、
携
帯
電
話

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
て
、
自

己
の
口
座
か
ら
犯
人
の
口
座
へ
現
金

を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
役
所
な
ど
官
公
庁
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指
示
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

怯
対
処
方
法

　「
お
金
」「
カ
ー
ド
」「
Ａ
Ｔ
Ｍ
」の

話
が
出
た
ら
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。
迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
千
葉
県
警
察
 振
り
込
め
詐
欺
相
談

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】（
緯
0
1
2
0
―

4
9
4
―
5
0
6
）。

※
平
日
・
午
前
8
時
　
分
～
午
後
5

30

時
　
分
。

15
【
印
西
警
察
署
生
活
安
全
課
】（
緯
碓42 

0
1
1
0
）。

怯
銀
行
を
装
う
「
劇
場
型
詐
欺
」

に
も
注
意
外

　「
あ
な
た
の
口
座
が
振
り
込
め
詐

欺
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

だ
と
預
金
が
下
ろ
せ
な
く
な
る
。
銀

行
協
会
の
職
員
を
伺
わ
せ
ま
す
」

　「
拾
得
物
の
中
か
ら
あ
な
た
名
義

の
カ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
」

　
こ
の
よ
う
に
、
言
葉
巧
み
に
通
帳

　
ま
ず
「
事
実
か
ど
う
か
確
認
す
る

こ
と
」
で
す
。
緊
急
時
の
連
絡
先
と

し
て
、
本
人
の
携
帯
電
話
番
号
や
勤

務
先
の
電
話
番
号
、
友
人
の
連
絡
先

な
ど
を
把
握
し
て
お
き
、
い
つ
で
も

確
実
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
電
話
が
つ
な
が
ら

な
い
、
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
な
ど

で
、
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ケ
ー
ス
②
「
還
付
金
詐
欺
」

　
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
を
名
乗
る
人

物
か
ら
「
医
療
費
の
返
金
手
続
き
書

類
が
届
い
て
い
な
い
の
で
、
○
○
番

号
へ
電
話
し
て
、
返
還
手
続
き
を
し

て
欲
し
い
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
指

定
さ
れ
た
電
話
番
号
に
か
け
た
。

と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
受
け
取
り

に
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
手
続
き
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
な
ど
と
言
っ

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

号
を
聞
き
出
し
ま
す
。
複
数
の
人
間

で
役
を
演
じ
分
け
る
「
劇
場
型
」
と

い
う
詐
欺
も
存
在
し
ま
す
。

怯
対
処
方
法

　「
事
実
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ

と
」
が
大
切
な
の
は
、
ケ
ー
ス
①
と

同
様
で
す
。
ま
た
、
警
察
や
銀
行
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に
行

く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
参
考
》

【
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.n
p
a.g
o
.jp
/safe

t
y
life
/se
ian
k
i3
1
/1
_
h
u
rik

o
m
e
.h
tm

）。

振
り
込

 振
り
込
めめ
詐
欺
 詐
欺
 （
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
）
が
多
発

（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
）
が
多
発
中中
鎧鎧

さ

ぎ

 止
ま
ら
な
い
被
害

　「
自
分
は
大
丈
夫
」
が
一
番
危
な
い

　
還
付
金
の
返
却
を
名
目
に
お
金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
や
、
家

族
・
警
察
官
・
弁
護
士
な
ど
に
な
り
す
ま
し
、
お
金
を
引
き
出

さ
せ
る
詐
欺
が
、
市
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
詐

欺
の
被
害
者
は
、
特
に
高
齢
者
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
対
処

法
を
学
び
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

JR木下駅北口に駅前広場が完JR木下駅北口に駅前広場が完成成
　完成した広場は、歩道を広く確保し、体
が不自由な人のための乗降場を設置するな
ど、利用者に配慮した広場となっています。
　また、歩道拡幅エリアには、水の流れと
地元の祭りをイメージしたデザインブロッ
クが敷設されています。
　この広場の完成により、駅利用者の安全
と利便性の向上が期待されます。
■問  建設課建設班（緯内線726・727）。▲広々とした歩道やロータリーが整備された

木下駅北口の駅前広場

ふれあいバス西ルーふれあいバス西ルートト
JR木下駅北口駅前広場にバス停を新JR木下駅北口駅前広場にバス停を新設設

　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
西
ル
ー

ト
で
は
、
木
下
駅
北
口
駅

前
広
場
完
成
に
伴
い
、
7

月
　
日
画
か
ら
「
木
下
駅

12
前
」
バ
ス
停
を
廃
止
し
、

新
た
に
J
R
木
下
駅
北
口

駅
前
広
場
に
「
木
下
駅
北

口
」
バ
ス
停
を
新
設
し
ま

す
（
位
置
な
ど
は
左
図
参

照
）。
　
な
お
、
こ
の
変
更
に
伴

う
、
運
行
時
刻
の
変
更
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
中
で
す
。

■問 
企
画
政
策
課
交
通
政
策

室
（
緯
内
線
４
７
５
・
４

７
６
）。

Ｂ．１６５．５２０

JR成田線 木下駅

木下駅前（廃止）

郭至 我孫子 至 成田閣

隔
 中
央
公
民
館
木下駅北口
（新設）

「牧の台二丁目・三丁目」「滝野七丁目」　「牧の台二丁目・三丁目」「滝野七丁目」がが
新たな住所表示として決新たな住所表示として決定定

　千葉ニュータウン事業の進展に伴い、平成25年6月24日から
印西牧の原駅北側の区域（千葉ニュータウン21住区および23住
区）の一部が「牧の台二丁目・三丁目および滝野七丁目」という
新しい住所の表示となりました（下図参照）。
　新しい住所表示については、印西市住所表示審議会からの答申
を踏まえ、6月の定例市議会で議決を経て、決定したものです。
■問 総務課総務法規班（緯内線436・437）。

印西牧の原駅
国道464号国道464号線線

滝野七丁目

バス停留所

『留守番電話大作戦』
振り込め詐欺にはだまされない

　在宅時でも留守番電話にしておけば「振り
込め詐欺の犯人と話さなくてすむ」ため、被
害を防ぐ手立てになります。

振り込め詐欺防止4つの心得
①「電話番号が変わった」は詐欺
　息子などのふりをする犯人は、あらかじめウソ
の電話番号を伝え、本当の息子などと連絡を取ら
せないようにします。
②「すぐにお金が必要」は詐欺
　「すぐに」「いつまでに」などと言われると人は慌
てるものです。それが犯人の手口です。
③「カードを預かる」「暗証番号を教えて」は詐欺
　犯人は警察官や銀行関係者を名乗り、キャッ
シュカードをだまし取ろうとします。警察官や銀
行関係者が暗証番号を聞くことはありません！
④「知り合いが取りに行く」「振り込んで」は詐欺
　息子でないことがばれないように、他人を利用
して顔を見せません。

牧の台三丁目

牧の台二丁目



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

噛
講
師
…
荒
川
章
二
氏
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
職
員
）。

■問 （
公
財
）印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
緯
0
4
3
―
4
8
4
―
0
1
2
6
）。

ぷ
ち
・
シ
ア
タ
ー

　
ご
家
族
で
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■時 
■場 
■内 
…
左
表
の
と
お
り
。

■定 
各
回
　
人
。

30

■費 
無
料
。

■申 
当
日
先
着
順
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
・
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

夏
の
お
は
な
し
会

怯
大
森
図
書
館

　
夏
休
み
の
特
別
企
画
と
し
て
「
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
て
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
や
切
り
絵
・
素
話
し
な
ど
、

大
人
で
も
子
ど
も
で
も
誰
で
も
楽
し

め
る
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
（
開

31

11

場
　
時
　
分
～
）。

10

50

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■対 
幼
児
か
ら
。

■定 
1
0
0
人
。

■申 
申
し
込
み
不
要
。

【
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
】

■対 
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
。

■定 
　
人
。

50
■申 
申
し
込
み
不
要
。

■問 
印
旛
図
書
館
（
緯
碓80 
3
8
5
0
）。

市
民
活
動
団
体
向
け

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
学
ぼ
う
！
」

　「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
地
域

の
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
の
魅
力
を

観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
、
そ
れ

ら
の
価
値
や
大
切
さ
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
保
全
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　
ぜ
ひ
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

■時 
7
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～

26

30

3
時
　
分
。

30

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー（
中
央
駅

前
地
域
交
流
館
2
号
館
内
・
中
央
南
）。

噛
講
師
…
城
戸
基
秀
氏
（
日
本
生
態

系
協
会
地
域
計
画
室
長
）。

■申 
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
）。

層
」
の
見
学
後
、
採
集
地
に
て
貝
化

石
を
採
集
・
観
察
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
画
・
午
前
9
時
～
正
午
。

23

※
少
雨
決
行
。

■場 
木
下
万
葉
公
園
集
合
。

■対 
小
学
校
高
学
年
ま
た
は
中
学
生

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）、
一
般
の

人
も
可
。

■定 
　
人
。

20
■他 
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
水
筒
、
筆

記
用
具
、
軍
手
、
帽
子
、
新
聞
紙
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
参
。

■申 
8
月
9
日
画
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
左
記
ま
で
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
）。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
5
、
5
4
6
・
胃
碓42 
0
0
3
3
）。

「
最
新
出
土
考
古
資
料
展
」お
よ
び

「
第
　
回
遺
跡
発
表
会
」

17
怯
最
新
出
土
考
古
資
料
展

　（
公
財
）
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、
考
古
資
料
展
示
室
で

「
最
新
出
土
考
古
資
料
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
り

講
演
お
よ
び
成
果
発
表
を
行
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
画
ま
で
・
午
前
　
時
～

11

29

10

午
後
4
時
　
分
。

30

※
平
日
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
開
館
。

■場 
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
佐

倉
市
）。

怯
第
　
回
遺
跡
発
表
会

17

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時

14

　
分
。

30■場 
佐
倉
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
。

■内 
【
講
演
】「
佐
倉
市
 佐
倉
城
跡
」

（
近
代
 佐
倉
連
隊
兵
舎
関
連
）
ほ
か

2
遺
跡
。

平成２５年（２０１３）７月１５日号（２）

　「
素
話
し
」
を
中
心
に
、
民
話
や
昔

話
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、
木
管
楽
器
と
ピ
ア
ノ

の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

■時 
8
月
7
日
我
・
午
後
6
時
～
（
開

場
5
時
　
分
～
）。

50

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■対 
一
般
。

■定 
　
人
。

50
■申 
申
し
込
み
不
要
。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

怯
印
旛
図
書
館

　
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
あ

そ
び
な
ど
、
楽
し
い
お
は
な
し
会
を

行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■時 
8
月
2
日
画
・
午
前
　
時
　
分
～

10

45

（
開
場
　
時
　
分
～
）。

10

30

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
（
美

瀬
）。

■内 
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
あ

そ
び
な
ど
。

パート英

9/28
（土）

宮
本
笑
里
リ
サ
イ
タ
ル
ツ
ア
ー
2
0
1
3

　「
ト
リ
オ
！
」

生
証
ま
た
は
障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ

る
確
認
が
必
要
で
す
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
8
月
　
日
臥
・
午

10

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
、

午
前
　
時
か
ら
は
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ 

10

h
ttp
://e
p
lu
s.jp
/

）
で
も
販
売

開
始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
8
月
　13

日
峨
か
ら
電
話
受
付
開
始
）。

※
詳
細
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
大
活
躍
中
の
人

気
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
を
お
迎
え
し

て
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
い
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
後
3
時
開
演

28

（
開
場
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
入
場
料
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子

ど
も
（
小
～
中
学
生
）
1
街
0
0
0

円
（
全
席
指
定
・
発
売
初
日
の
み
一

人
4
枚
ま
で
）。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
学

8/11
（日）

※
整
理
券
が
必
要
で
す
。

※
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
、

20

文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に
て
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。

　
出
演
は
堺
雅
人
、
中
村
獅
童
、

ユ
ー
ス
ケ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
、
森
迫

永
依
ほ
か
。
監
督
は
佐
々
部
清
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演

11

（
開
場
1
時
　
分
～
）。

30

■費 
入
場
料
無
料
（
全
席
自
由
）。

一
人
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

※
障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0

円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
8
月
3
日
臥
・
午

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
、

午
前
　
時
か
ら
は
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ 

10

h
ttp
://e
p
lu
s.jp
/

）
で
も
販
売

開
始
（
残
券
が
あ
る
場
合
は
8
月
6

日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル

の
み
で
電
話
受
付
開
始
）。

※
詳
細
は
文
化
ホ
ー
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
恒
例
の
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ

ブ
。
今
年
は
季
節
を
夏
に
移
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
出
演
者
は
バ
イ
き
ん
ぐ
ほ
か
若
手

芸
人
数
組
を
予
定
。

■時 
9
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
開

14

10

30

演
（
開
場
　
時
～
）。

10

■費 
入
場
料
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指

定
、
発
売
初
日
の
み
一
人
6
枚
ま

で
）。

※
一
般
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
様
一
人
ま
で
は
膝
上
無
料
。
た

だ
し
、
座
席
を
ご
希
望
の
お
子
様
は

9/14
（土）

い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ

　
ミ
リ
映
画
会
「
日
輪
の
遺
産
」

１６

印
西
自
然
探
訪
を
開
催

　
夏
休
み
自
然
教
室
夜
の
公
園
コ
ー
ス

　「
夜
の
公
園
で
セ
ミ
た
ち
の

　
　
　
　
羽
化
の
様
子
を
観
察
し
よ
う
！
」

　
室
内
で
資
料
を
も
と
に
セ
ミ
の
生

態
に
つ
い
て
考
え
、
公
園
の
緑
道
で

セ
ミ
の
羽
化
を
観
察
し
て
環
境
に
つ

い
て
や
さ
し
く
学
び
ま
す
。
夏
休
み

の
自
由
研
究
に
最
適
で
す
。

■時 
8
月
4
日
蚊
・
午
後
6
時
　
分
～

30

9
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
・
浦
幡
公

園
（
木
刈
）。

※
集
合
場
所
な
ど
は
後
日
連
絡
。

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）。

■定 
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
親
子
　10

組
程
度
）。

■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
ル
ー
ペ
、
懐

中
電
灯
、
虫
よ
け
な
ど
持
参
。

■申 
7
月
　
日
俄
（
消
印
有
効
）
ま
で

29

に
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
①

住
所
②
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年

齢
・
職
業
（
学
年
）
③
連
絡
先
電
話

番
号
を
明
記
し
、
左
記
ま
で
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k
an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

夏
休
み
「
木
下
貝
層
」

　
　
　
　
貝
化
石
採
集
観
察
会

　
国
指
定
天
然
記
念
物
「
木
下
貝

講
座
・
催
し

胸ぷち・シアター開催日程表胸
上映作品会場日時

ミッキーの
お化け退治

中央駅前地域
交流館（中央南）

7月24日我・
午前10時～

ド ナ ル ド・
ダック

総合福祉
センター（竹袋）

7月31日我・
午前10時～

ミッキーの
誕生日

ふれあい文化館
（原）

8月28日我・
午前10時～

■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

市民活動団体での夏休みボランティア体験プログラム
　参加者にはボランティア証明書を
交付します。
■時 ■場 ■内 ■定 など…下表参照。

■対 市内在住・在学の中学生・高校生。
■申 電話または直接下記へ（先着順）。
■問 市民活動支援センター（緯碓４８ ４５００）。

胸夏休みボランティア体験プログラム一覧胸

市民活動団体名定員など内容会場・集合場所日時

小林
住みよいまちづくり会

各10人程度
小林盆踊り大会
の設営・撤収作
業

JR小林駅北口
マルエツ前広場

7/28蚊・午前9時～正午
8/11蚊・午前8時～10時

亀成川を愛する会3人程度
「亀成川生きも
の観察会」のイ
ベント補助

印西中駐車場
（大森）

8/3臥・
午前9時30分～正午　

NPO法人コスモス
サポートクラブ
（FCコスモス）

10人（両日とも参加
できる人を優先）

小学校低学年の
サッカーゲーム
のサポート

大森小校庭
7/29俄、30峨・
午前8時30分～
　　　　　11時30分

パクパク・ナティン
5人（デコ電、デコネ
イルを作ったことが
ある人）

フェアトレード
商品の開発協力

市民活動
支援センター
（中央南）

8月上旬の1日・
　　午前10時～正午
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（３）平成２５年（２０１３）７月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

【
初
回
体
力
テ
ス
ト
】
9
月
　
日
牙

19

か
9
月
　
日
画
・
午
前
か
午
後
。

20

【
施
設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
　
月
開

10

始
）】
火
～
土
曜
日
・
午
前
9
時
～

午
後
4
時
　
分
（
一
人
あ
た
り
1
時

25

間
　
分
程
度
）。

30
■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■内 
体
力
テ
ス
ト
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
自
体
重
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
用
し

た
も
の
）・
有
酸
素
運
動
（
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
）
な
ど
。

■対 
市
内
在
住
で
、　
歳
以
上
の
人
。

35

※
介
護
保
険
受
給
者
は
参
加
不
可
。

■定 
　
人
。

40
■費 
入
会
時
必
要
物
品
代
と
し
て
、
歩

数
計
代
5
街
0
0
0
円
。

※
保
険
料
は
別
途
負
担
。

胸
月
額
…
【
週
2
回
コ
ー
ス
】
2
街

5
0
0
円
【
週
1
回
コ
ー
ス
】
2
街

0
0
0
円
【
月
1
回
コ
ー
ス
】
1
街

5
0
0
円
。

■申 
7
月
　
日
峨
よ
り
、
電
話
で
左
記

16

ま
で
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
電
子
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も
申
し

込
み
が
可
能
で
す
（
先
着
順
）。

■問 
健
康
増
進
課
成
人
保
健
班（
中
央

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）。

胸
イ
ベ
ン
ト
…
「
あ
な
た
の
肺
は
何

歳
で
す
か
？
」。

　
肺
年
齢
測
定
体
験
会
を
開
催
。

■対 
　
歳
以
上
の
人
。

18
■定 
1
0
0
人
。

■申 
左
記
申
し
込
み
方
法
を
参
照
（
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）。

【
全
体
】

■定 
3
0
0
人
。

■費 
入
場
料
無
料
。

■申 
8
月
　
日
峨
（
必
着
）
ま
で
に
氏

20

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
、

肺
年
齢
測
定
体
験
の
希
望
を
記
入
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
は
が
き
・
電
話

の
い
ず
れ
か
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
は
が
き
の
場
合
は
、
あ
て
先
の
住

所
の
記
載
は
不
要
で
す
。

■問 
千
葉
県
県
健
康
づ
く
り
支
援
課

（
〒
2
6
0
―
8
6
6
7
・
緯
0
4

3
―
2
2
3
―
2
6
6
0
・
胃
0
4

3
―
2
2
5
―
0
3
2
2
・
■メール k

e
n

p
ro
@
m
z.p
re
f.c
h
ib
a.lg
.j

p

）。

保
健
セ
ン
タ
ー
内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

市
民
公
開
講
座

　「
Ｐ
Ｍ
2
・
5
と
タ
バ
コ
の

　
　
　
　
　
　
　
害
に
つ
い
て
」

　
千
葉
県
県
主
催
の
市
民
公
開
講
座

で
す
。

　
P
M
2
・
5
（
微
小
粒
子
状
物
質
）

や
た
ば
こ
が
身
体
に
及
ぼ
す
害
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
が
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
我
・
午
後
2
時
　
分
～

21

30

4
時
。

■場 
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
2
階
国

際
会
議
室
（
千
葉
市
）。

※
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
海
浜
幕
張
駅
か
ら
徒

歩
　
分
。

10
■内 
次
の
と
お
り
。

胸
講
演
…
「
測
っ
て
み
て
わ
か
っ
た

Ｐ
Ｍ
2
・
5
と
タ
バ
コ
の
害
」。

噛
講
師
…
大
和
浩
氏
（
産
業
生
態
科

学
研
究
所
教
授
）。

胸
特
別
発
言
…
「
喫
煙
・
受
動
喫
煙

の
有
害
性
が
理
解
さ
れ
な
い
の
は
な

ぜ
か
」。

噛
講
師
…
松
村
弘
康
氏
（
中
央
内
科

退
共
制
度
）
は
、
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
、
国
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
退
職
金
制
度
で
す
。
中
退
共
制

度
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
安
全
・
確

実
・
有
利
で
、
し
か
も
管
理
が
簡
単

な
退
職
金
制
度
が
手
軽
に
作
れ
ま

す
。 

※
こ
の
制
度
は
、
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
中
退
共
）

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

【
制
度
の
概
要
】

▼
新
し
く
加
入
す
る
事
業
主
や
、
掛

金
月
額
を
増
額
す
る
場
合
、
掛
金
の

一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も

か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
外
部
積
立
型
で
管
理
が
簡
単
、
従

業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退
職
金
試

算
額
を
事
業
主
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員

も
加
入
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
中
退
共
」
で
検
索
ま

た
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■問 
（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
緯
0
3
―
6
9
0
7
―
1
2
3

4
・
■ＨＰ h

ttp
://ch

u
taik
y
o
.ta

isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

）。

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
健
康
生

活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）」
の

募
集

　
市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
応
じ
て
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン

を
提
供
す
る
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
は
半
年
間
。　
月
開
始

10

コ
ー
ス
の
募
集
を
7
月
　
日
峨
か
ら

16

行
い
ま
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
人
、
運
動
が

嫌
い
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
個
々

の
体
力
に
合
っ
た
運
動
プ
ラ
ン
や
食

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
践
し
て
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
治
療
中
の
病
気
な
ど
で
、
参
加
に

不
安
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
【
説
明
会
・
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
】
9
月
　
日
我
か
　
日
画
・
午
後

11

13

1
時
　
分
～
4
時
。

15

　生ごみ堆肥化容器や生ごみ処理機を使用すると、生ごみの量が減
るだけではなく、処理物を堆肥として利用できたり、台所が衛生的
になるなどのメリットがあります。
　市では、生ごみ処理機器を購入した世帯への補助金交付や、生ご
み処理機の無料貸出しを行っています。
　生ごみ処理機でできた処理物は有機肥料の素材となります。家庭
菜園やプランター、鉢植え用に手づくりの堆肥を作ってみませんか。
【購入費への補助金交付】
胸対象機器…①生ごみ処理容器（コンポスト、ＥＭ容器など）②生
ごみ処理機（乾燥型、バイオ型など）。
胸補助金額…購入額の３分の２（１００円未満切り捨て）。限度額とし
て、①の場合は3,000円までで、１世帯２個（50渥以下は４個）ま
で。②の場合は４万円までで、１世帯１台まで。
胸申請に必要なもの…領収書。印鑑。運転免許証または保険証など
市内に居住していることが確認できるもの。通帳の写しなど振込口
座のわかるもの②の場合は保証書および仕様書を追加。
胸条件…新品を購入してから１年以内であること。市税などの滞納
がないこと。以前に補助金を受けた世帯は５年を経過していること。
碓伺 注意点…本年度予算が無くなり次第終了になります。
【生ごみ処理機の貸し出し】
胸貸出機器…電気式で乾燥型。１回に２茜まで投入可能。大きさ幅
27唖×奥37唖×高さ55唖。
胸申請方法…電話で予約後、機器借り受け時（印鑑持参）に市役所
窓口へ申請書を提出。
胸条件…実績報告書の提出が必要になること。貸出期間は1カ月ま
で。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

新ごみの分別大事典シリーズ④

生ごみ処理機器購入への補助金交付と無料貸出し 健
康

働
く

中
退
共
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

　
去
る
5
月
　
日
、
森
田
県
知
事
よ

31

り
本
埜
第
二
小
学
校
へ
「
鳥
獣
保
護

功
労
者
に
対
す
る
感
謝
状
」
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
毎
年
白
鳥
保
護
の
た

め
の
募
金
活
動
を
行
い
、
白
鳥
を
守

る
会
へ
の
寄
付
や
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
白
鳥
の
生
態
調
べ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
同
校
の
白
鳥
へ
の
長
年

に
わ
た
る
愛
鳥
活
動
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

 本
埜
第
二
小
学
校
に

　「
平
成
　
年
度
鳥
獣
保
護
功
労
者
」
の
感
謝
状

25

葛
感
謝
状
を
手
に
す
る
代
表

児
童
と
松
山
校
長
（
後
列
）

■対 
一
般
。

■費 
2
街
7
0
0
円
。

■他 
新
聞
紙
、
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
持

参
。

■申 
7
月
　
日
峨
ま
で
左
記
へ
。

23

■問 
光
舟
（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―

5
4
5
4
）。

怯
J
A
介
護
職
員
「
初
任
者
研

修
」
受
講
生
募
集

　
J
A
グ
ル
ー
プ
が
県
下
で
行
う

「
初
任
者
研
修
」
の
講
座
で
す
。

胸
研
修
期
間
…
　
月
5
日
臥
～
翌
年

10

2
月
　
日
臥
ま
で
（
合
計
1
3
0
時

22

間
）。

■場 
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
部
ほ
か
。

■内 
通
学
・
通
信
に
よ
る
講
義
、
実
技

演
習
・
施
設
実
習
。

■定 
　
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、
書

12
類
選
考
あ
り
）。

■費 
受
講
料
…
8
9
街
0
0
0
円
（
5

回
ま
で
の
分
割
制
度
あ
り
）。

※
別
途
、
健
康
診
断
料
（
4
街
5
0

0
円
程
度
）
あ
り
。

■申 
8
月
　
日
画
ま
で
左
記
へ
（
平

30

日
・
午
前
　
時
～
午
後
3
時
ま
で
）。

10

■問 
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
部
（
〒
2

7
0
―
1
3
2
7
印
西
市
大
森
3
5

4
6
―
9
・
緯
碓42 
1
3
1
1
）。

怯
特
別
支
援
学
校
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

　
特
別
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
う
中
で
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
や
技
能
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

■時 
8
月
　
日
我
・
午
前
9
時
　
分
～

21

15

午
後
3
時
（
受
付
8
時
　
分
～
）。

45

■場 
千
葉
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校

（
平
賀
）。

■内 
生
徒
と
の
交
流
、
作
業
体
験
。

■対 
中
学
生
以
上
。

■費 
2
0
0
円
程
度
（
保
険
料
）。

■他 
動
き
や
す
い
服
装
で
、
上
履
き
、

昼
食
、
飲
み
物
持
参
。

■申 
8
月
6
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
緯
碓98 
2
2

0
0
）。

怯
亀
成
川
生
き
も
の
観
察
会

　
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
と
亀
成
川
を
愛
す
る
会
の
主
催

で
、
亀
成
川
に
入
っ
て
生
き
も
の
を

観
察
し
ま
す
。

■時 
8
月
3
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
。

※
雨
天
中
止
。

■場 
印
西
中
学
校
駐
車
場
に
集
合
。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

30
■費 
無
料
。

■他 
川
に
入
っ
て
も
脱
げ
に
く
い
運
動

靴（
サ
ン
ダ
ル
厳
禁
）で
帽
子
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
着
替
え
、
飲
み
物
持
参
。

■申 
8
月
1
日
牙
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
左
記
へ
。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
事
務
局
（
■携 

0
8
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6
7
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
、
新
し
い
家
族
を
見

つ
け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま

す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

28

11

2
時
。

■場 
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ

（
原
）。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア(h

ttp
://asn

o
ah

.n
o
o
r.jp
)
｡

怯
簡
単
に
で
き
る
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー

■時 
7
月
　
日
牙
・
午
後
1
時
　
分
～

25

30

2
時
　
分
。

30

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
講
習
室
（
原

山
）。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

を
経
過
す
る
な
ど
の
要
件
に
該
当
し

て
い
る
人
は
、
一
部
支
給
停
止
適
用

除
外
事
由
届
出
書
と
関
係
書
類
を
併

せ
て
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら
の
届
出
な
ど
を
8
月
中
に
提
出
し

な
か
っ
た
場
合
、
8
月
以
降
の
手
当

の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

怯
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等

助
成
資
格
申
請

　
一
度
申
請
し
た
人
で
も
毎
年
8
月

中
に
再
申
請
が
必
要
で
す
。

　
期
限
内
に
提
出
し
た
場
合
に
は
継

続
し
て
認
定
と
な
り
ま
す
が
、
期
限

を
過
ぎ
て
の
提
出
の
場
合
は
、
受
付

日
か
ら
の
助
成
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
助
成
資
格
の
審
査
、
所

得
制
限
に
よ
る
審
査
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
　
平
日
お
よ
び
日
中
に
提
出
が
で
き

な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
で
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
夜
間
受
付
日
】

■時 
8
月
8
日
牙
、　
日
峨
・
午
後
5

20

時
　
分
～
8
時
。

30
【
休
日
受
付
日
】

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
正
午
、

18

午
後
1
時
～
4
時
。

【
夜
間
お
よ
び
休
日
受
付
場
所
】

■場 
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
1
階
）。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

平
成
　
年
度
心
の
健
康
市
民
講
座

25

　
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
編

　
心
の
病
を
抱
え
る
人
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
、
そ
の
家
族
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
身
近
な
相
談
者

と
し
て
印
西
市
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

■時 
■場 
■内 
…
下
表
の
と
お
り
（
全
5
回

で
1
回
の
み
の
参
加
も
可
）。

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
6
）。

3
2
～
4
3
4
）。

印
西
市
地
域
公
共
交
通
会
議
の

市
民
委
員

　
市
で
は
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
運
行
に
関
し
て
協

議
を
行
う
「
印
西
市
地
域
公
共
交
通

会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
会
議
は
平
日
の
昼
間
、
必
要
に
応

じ
、
随
時
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
で
　
歳
以
上
の
人
。

20

※
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

な
っ
て
い
る
人
は
対
象
外
。

■定 
2
人
以
内
（
任
期
2
年
間
）。

■他 
選
考
は
、
原
則
と
し
て
書
類
選
考

に
よ
る
。
ま
た
、
応
募
状
況
や
提
出

書
類
の
内
容
に
よ
り
、
面
接
な
ど
を

実
施
す
る
場
合
あ
り
。

※
選
考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

■申 
7
月
　
日
我
（
消
印
有
効
）
ま
で

31

に
、
提
出
書
類
（
①
応
募
用
紙
②
小

論
文
「
市
内
バ
ス
交
通
に
求
め
ら
れ

　
手
当
の
支
給
は
、
認
定
を
受
け
る

と
、
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら

に
な
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
の
審
査
、
所
得
に
よ
る

支
給
制
限
、
受
給
要
件
な
ど
が
あ
る

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等

助
成
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
な
ど
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療

費
な
ど
に
か
か
る
自
己
負
担
分
に
対

し
助
成
を
し
ま
す
。

■対 
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭
の
父

お
よ
び
　
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童
。

18

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
は
除
く
。

胸
助
成
範
囲
…
各
保
険
法
の
規
定
に

よ
る
自
己
負
担
分
（
左
記
の
場
合
）

か
ら
一
部
負
担
額
を
控
除
し
た
額
。

▼
入
院
の
場
合
…
入
院
時
食
事
療
養

費
分
。

▼
通
院
・
調
剤
の
場
合
…
診
療
、
調

剤
報
酬
明
細
書
1
件
に
つ
き
1
街
0

0
0
円
。

胸
認
定
期
間
…
受
付
日
か
ら
最
初
の

7
月
末
ま
で
。

　
助
成
資
格
の
審
査
、
所
得
制
限
に

よ
る
審
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等

　
　
助
成
資
格
申
請
の
提
出
を

　
　
　
　
　
　
　
　
忘
れ
ず
に

怯
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

　
申
請
を
し
て
い
る
人
は
、
毎
年
8

月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
、
7
月
下
旬

に
発
送
予
定
で
す
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
8
月
1
日
の
現

況
を
記
載
し
、
家
庭
の
状
況
や
所
得

状
況
な
ど
に
よ
り
受
給
要
件
に
引
き

続
き
該
当
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め

の
書
類
で
す
。

　
受
給
者
で
、
受
給
開
始
か
ら
5
年

児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か

　
現
況
届
は
、
6
月
1
日
現
在
の
状

況
に
つ
い
て
提
出
し
て
も
ら
い
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
5
月
　
日
に

31

普
通
郵
便
で
書
類
を
送
付
し
ま
し
た
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
6
月
以
降

の
児
童
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

※
提
出
し
た
時
期
に
よ
っ
て
は
　
月
10

の
定
期
払
い
に
間
に
合
わ
な
い
場
合

も
あ
る
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
5
・
2
4
8
）。

ご
存
じ
で
す
か
児
童
扶
養
手
当
制
度

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
（
母
子
・
父
子
・
養
育
者
）
や
、

親
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童

（
　
歳
に
到
達
す
る
年
度
ま
で
）
を

18養
育
す
る
家
庭
、
配
偶
者
が
重
度
な

障
害
者
（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
1

級
程
度
）
で
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

人
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
こ
の
手
当
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

市
職
員
（
社
会
福
祉
士
）

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
試
験

25

（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験
）

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
。

22

■場 
佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校
。

胸
募
集
職
種
…
社
会
福
祉
士
。

■対 
昭
和
　
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

53

れ
た
人
で
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
平
成
　
年
春
季
ま
で
に
資
格
取
得

26

見
込
み
の
人
。

■定 
1
人
程
度
。

■申 
7
月
　
日
峨
～
8
月
　
日
画
（
消

30

16

印
有
効
）
ま
で
に
総
務
課
人
事
職
員

班
（
市
役
所
3
階
）
ま
で
。

※
申
込
書
は
、
総
務
課
人
事
職
員
班

・
各
支
所
総
務
課
・
公
民
館
・
出
張

所
・
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
の
窓
口

で
7
月
　
日
峨
か
ら
配
布
予
定
。

16

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
緯
内
線
4

パート衛

平成２５年（２０１３）７月１５日号（４）

募
集

福
祉

胸心の健康市民講座メンタルヘルスサポーター養成 日程表胸
講師内容会場日時

千葉県精神科医療
センター
深見悟郎氏
（精神科医師）

心の病について
（医学薬学概論）

市役所
3階大会議室
（大森）

【第1回】
7月30日峨・
午前10時～正午

順天堂大学スポー
ツ健康科学部
四方田 清氏
（准教授）

今、地域で
必要とされている
サポートとは？

市役所
3階大会議室
（大森）

【第2回】
8月27日峨・
午前10時～正午

Office（オフィス）
夢風舎
土屋 徹氏（看護師・
精神保健福祉士）

認知行動療法とし
てのSST（社会技能
習得トレーニング）

市役所
附属棟2階
（大森）

【第3回】
9月3日峨・
午前9時30分～
　　11時15分

NPO法人ぴあさぽ
千葉
横山典子氏
（理事長）

当事者の声・支援者
の活動とリカバ
リーについて

市役所
3階大会議室
（大森）

【第4回】
10月8日峨・
午前10時～正午

成田地域生活支援
センター
橋本美枝氏
（センター長）

支援者の実践に
ついて

市役所
3階大会議室
（大森）

【第5回】
10月29日峨・
午前10時～正午

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
8
0
0
文
字

程
度
）
を
、
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
（
提
出
書
類
は
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
）。

※
提
出
書
類
は
左
記
窓
口
お
よ
び
市

役
所
行
政
資
料
室
、
各
支
所
・
出
張

所
・
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

か
ら
入
所
可
能
。

■問 
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
4
7
5
、
4
7

6
）。

　花火の打ち上げ、盆踊りやカラオケなど、
お楽しみください。
■時 ８月１０日臥・午後６時～１０時。
※雨天の場合、１１日蚊に順延。
■場 印旛中央公園(瀬戸)。
■問 印旛ふるさと祭り実行委員会・桜井(緯碓99 
0577)。

8月10日臥開催

第９回印旛ふるさと祭り

▲にぎやかな「印旛ふるさと祭り」（写真は過
去のものです）

7/217/21蚊蚊参議院議員通常選 参議院議員通常選挙挙

　第１０投票区投票所は、小倉台小学校の防水改修工事の影響により、駐車場の
場所を変更します。
　ご迷惑をおかけしますが、投票日当日は駐車場の場所をよくご確認の上、お
出かけください。

第１０投票区投票所駐車場の変更

■問 市選挙管理委員会事務局（緯内線441・442）。

使用禁止

投票所
（体育館）

投票所出口

投票所入口

駐車場出入口

駐車場

小倉台小学校
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

計
士
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専

門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
正
午
、

26

10

午
後
1
時
～
4
時
。

■場 
印
西
市
商
工
会
（
大
森
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
商
工
会
（
緯
碓42 
2
7
5

0
）、
千
葉
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー
（
緯
0
4
3
―
2
1
5
―
8
7

9
0
）。

事
業
協
同
組
合
設
立
の

　
　
　
　
　
　
相
談
受
け
付
け

　
事
業
協
同
組
合
は
、
複
数
の
中
小

企
業
が
集
ま
り
、
互
い
に
経
営
資
源

を
共
同
化
す
る
こ
と
で
、
受
注
、
販

売
、
購
買
な
ど
の
既
存
事
業
の
強
化

や
新
た
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
の

組
織
で
す
。
設
立
に
関
す
る
相
談
は

左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・

設
立
相
談
室
（
緯
0
4
3
―
3
0
6

―
3
2
8
5
）。

借
金
及
び
ヤ
ミ
金
融

家
計
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
複
数
の
借
金
を
抱
え
て
返
済
困
難

な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
人
な
ど
が
、

ど
こ
に
も
相
談
で
き
な
い
ま
ま
借
金

の
返
済
に
追
わ
れ
、
家
庭
崩
壊
や
自

殺
な
ど
に
追
い
込
ま
れ
る
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
う
し
た
借
金
や
ヤ
ミ

金
融
被
害
で
、
お
悩
み
・
お
困
り
の

人
を
対
象
に
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

■時 
8
月
6
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

10

4
時
（
受
付
午
後
3
時
ま
で
）。

■場 
市
役
所
会
議
棟
2
階
。

■内 
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
に
よ
る

面
接
相
談
。

■定 
　
人
。

20
■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
）。

千
葉
県
・
千
葉
県
産
業
復
興

　
相
談
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会

　
千
葉
県
と
※

千
葉
県
産
業
復
興
相

談
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
、
中
小
企
業

者
、
農
業
者
、
漁
業
者
、
医
療
・
社

会
福
祉
法
人
な
ど
の
み
な
さ
ん
を
対

象
（
個
人
事
業
者
も
含
み
、
大
企
業

だ
け
は
除
き
ま
す
）
に
、
経
営
面
や

金
融
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

る
「
出
張
相
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
　
震
災
や
原
発
事
故
、
風
評
被
害
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
経
営
に
悩
み
を

抱
え
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
東
日
本
大
震
災
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
的
機
関

で
す
。
金
融
機
関
出
身
者
、
公
認
会

平
成
　
年
度

25

　
地
域
安
全
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
情
報
の
提
供

　
防
犯
対
策
と
し
て
、
市
内
に
お
け

る
犯
罪
発
生
状
況
な
ど
、
市
民
に
身

近
な
地
域
安
全
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。　
　

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
F
A
X
や

メ
ー
ル
（
携
帯
メ
ー
ル
は
不
可
）
で

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
へ
防
災
メ
ー
ル
で
防
犯
情
報
、
不

審
者
情
報
な
ど
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
3
）。

そ
の
ほ
か

「第53回佐倉市民花火大会」に
伴う交通規制

　8月3日臥・午後7時から「第53回佐倉市民花
火大会」が佐倉市を会場に開催されます。
　当日は、県立印旛沼公園の周辺道路で激しい混
雑が予想されることから、緊急車両の通行を確保
するため、一般車両に対し、通行止めなどの交通規
制を実施します。
　ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いしま
す。
胸交通規制日時…8月3日臥・午後5時30分～9
時（荒天の場合は翌日）。
■問 佐倉市観光協会（緯043―486―6000）。
※規制区域など詳細は、市のホームページまたは、
広報いんざい8月1日号でお知らせする予定です。

（５）平成２５年（２０１３）７月１５日号

胸第64回印旛郡市民体育大会 開催期日および会場胸
　　　　会　　　場（施設名）　　　　　　　競　　　技　　　日　　　程　　

競　技　名担当市町
７/２８蚊７/２７臥７/２１蚊７/２０臥７/１5華7/14蚊

白井市文化会館・大ホール7月6日に開催男【総合開会式】白 井 市

松山下公園・陸上競技場○女臼陸上競技印 西 市

四街道総合公園体育館前
メインアリーナ・サブアリーナ

○男
渦バレーボール四街道市

○女

白井市運動公園・テニス場
○男

嘘ソフトテニス白 井 市
○女

佐倉市民体育館
○男

唄卓球佐 倉 市
○女

松山下公園総合体育館
○○男

欝バスケットボール印 西 市
○○女

岩名運動公園・野球場○○－蔚軟式野球佐 倉 市

中台運動公園・相撲場○－鰻相撲栄      町

富里社会体育館・２階アリーナ7/14に開催－姥剣道富 里 市

八街市八街中学校・武道場○－厩柔道八 街 市

八街市スポープラザ・弓道場○－浦弓道八 街 市

松山下公園・テニスコート
○○男

瓜テニス印 西 市
○○女

四街道中央公園・野球場四街道市立八木原小学校・校庭○○男
閏ソフトボール四街道市

四街道総合公園・多目的運動場○○女

富里社会体育館・２階アリーナ
○男

噂バドミントン富 里 市
○女

ザ・カントリークラブ　グレンモア7月16日峨－云ゴルフ栄     町

酒々井小学校・体育館○－運空手道酒々井町

白井運動公園・陸上競技場○○－雲サッカー白 井 市

成田射撃場○－荏クレー射撃酒々井町

白井市文化会館・中ホール8月24日臥－【総合閉会式】白 井 市

　
印
旛
郡
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
第
　
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大

64

会
」
が
郡
市
内
市
町
（
白
井
市
・
印
西
市
・
佐
倉
市
・
四
街
道
市
・

八
街
市
・
富
里
市
・
酒
々
井
町
・
栄
町
）
の
各
会
場
で
開
催
中
で

す
（
各
競
技
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
左
表
参
照
）。

　
選
手
一
同
、
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
日
程
な
ど
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
松
山
下
総
合
体
育
館
内
・
緯
碓42 
8

4
1
7
）。

第第
　
回
印
旛
郡
市
民
体
育
大

回
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会会

6464

開催中

相
談

印
西
市
代
表
選
手
の

み
な
さ
ん
、
優
勝
を

目
指
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
サ
イ
ね
外

7月20日臥～31日我は夏の交通安全運動
　夏休み期間中は、特に事故が起こりや
すい時期。
　交通ルールを守り、正しい交通マナー
を実践しましょう。
【運転者が気を付けること】
①この時期、外出の多くなる子どもと、
　高齢者に注意しましょう。
②自転車も車両の仲間です。二人乗り、
　傘差し、携帯電話使用、ヘッドホン
　使用などの危険性を再認識し、安全
　利用を徹底しましょう。
③交通量が増加するこの時期、運転者
　の気の緩みなどが事故につながって
　います。スピードの出しすぎ、無理
　な追い越し、信号無視、飲酒運転な
　ど、危険な運転は絶対にやめましょ

　う。
【歩行者が気を付けること】
①通り慣れた道でも油断をせずに、家
　の外に出たら車に十分注意しましょ
　う。
②夜間は、反射材などを活用しましょう。
【家庭で気を付けること】
①子どもに自動車などに注意するよう、
　よく話をしましょう。また、自分が
　模範となるよう、交通ルールを守っ
　た行動をとりましょう。
②家族に飲酒運転をさせないことはもち
　ろん、車などで来たお客には酒を出さ
　ないように注意しましょう。
■問 市民安全課市民安全班（緯内線 71
2）。
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平成２５年（２０１３）７月１５日号（6）

礼
を
き
ち
ん

と
行
い
、
ま

じ
め
に
取
り

込
む
こ
と
」

と
注
意
が
あ

り
ま
し
た
。

実
技
で
は
四

股
の
踏
み
方
、

 蹲
踞
 （
相
撲

そ
ん
き
ょ

や
剣
道
で
、

試
合
を
す
る
相
手
と
向
か
い
合

う
と
き
の
〝
礼
〟
の
姿
勢
）
の

作
法
の
後
、
つ
い
に
取
組
開
始
。

両
小
学
校
か
ら
各
学
年
ご
と
に

5
人
の
代
表
選
手
が
土
俵
に
立

ち
、
力
士
一
人
ず
つ
と
対
戦
し

ま
し
た
。

　
各
選
手
と
も
力
を
合
わ
せ
て

押
し
、
力
士
が
逃
げ
れ
ば
追
い

か
け
、
土
俵
ギ
リ
ギ
リ
で
は
一

気
に
押
し
出
そ
う
と
大
奮
闘
。

そ
の
や
り
取
り
が
と
て
も
面
白

く
、
会
場
か
ら
は
笑
い
声
も
。

童
・
生
徒
と
保
護
者
の
み
な
さ
ん

が
集
う
中
、
大
き
な
拍
手
に
迎
え

ら
れ
、
貴
乃
花
親
方
夫
妻
と
力
士

の
み
な
さ
ん
が
入
場
。
親
方
は
テ

レ
ビ
で
見
る
よ
り
も
ず
っ
と

シ
ャ
ー
プ
で
素
敵
で
し
た
。

　
原
山
小
の
校
長
先
生
の
挨
拶
に

続
き
、
マ
イ
ク
を
手
に
す
る
と

「
今
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
に
こ
や
か
に
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
来
校
し
た
力
士
は
、
貴

翔
馬
さ
ん
、
貴
月
芳
さ
ん
、
貴
斗

志
さ
ん
、
貴
天
秀
さ
ん
、
松
木
さ

ん
の
五
人
。
中
で
も
貴
天
秀
さ
ん

は
2
1
0
茜
と
角
界
で
も
五
指
に

入
る
大
柄
な
力
士
さ
ん
で
す
。

　
司
会
を
務
め
た
貴
翔
馬
さ
ん
に

よ
る
と
「
相
撲
は
神
事
で
あ
り
、

力
士
は
神
主
と
同
じ
神
職
だ
っ

た
」
と
の
こ
と
。

　
ま
た
「
相
撲
は
武
道
で
も
あ
る
。

 力
士
が
土
俵
の
先
生
に

　「
貴
乃
花
部
屋
相
撲
教
室
ド
ス
コ
イ
」

▲
笑
顔
で
挨
拶
す

る
貴
乃
花
親
方

か
る
が
も
の
親
子
列
な
し
ゆ
く
青
田
水
面
に
暫
し
さ
ざ
波
の
立
つ

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

夕
ぐ
れ
の
畑
中
の
道
を
み
な
ご
は
ス
キ
ッ
プ
し
つ
つ
祖
母
と
歩
め
り

原
　
　
　
　
　
野
村
　
と
く

住
み
良
さ
が
日
本
一
な
る
街
を
発
ち
未
知
な
る
国
へ
い
ざ
雄
飛
せ
ん

小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

空
梅
雨
の
猛
暑
に
夏
が
越
せ
る
か
と
 故
郷
 の
気
丈
な
老
い
母
嘆
く

さ

と

大
　
森
　
　
　
木
村
　
文
子

足
病
み
て
ま
ま
な
ら
ざ
り
し
わ
れ
の
為
シ
ン
ク
磨
き
て
く
れ
し
孫
あ
り

　
小
　
林
　
　
　
小
川
　
孝
子

バ
ラ
の
香
や
良
き
一
日
に
な
る
予
感

発
　
作
　
　
　
関
口
千
代
子

緑
陰
や
一
日
一
絵
筆
一
本

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

 野
蕗
 煮
る
味
付
け
母
に
近
づ
き
て

の
ぶ
き

荒
　
野
　
　
　
岩
井
　
珠
世

大
利
根
の
風
の
重
た
さ
青
す
す
き

原
　
　
　
　
　
今
野
　
　
肇

軒
先
の
空
を
切
り
裂
く
夏
燕

滝
　
野
　
　
　
佐
藤
　
絹
子

　
6
月
　
日
、
原
山
小
学
校
で
同

14

校
の
創
立
　
周
年
・
内
野
小
学
校

25

創
立
　
周
年
を
記
念
し
「
貴
乃
花

30

部
屋
相
撲
教
室
ド
ス
コ
イ
」
が
開

か
れ
、
取
材
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
小
雨
の
中
、
校
門
に
入
っ
て
目

を
引
い
た
の
が
立
派
な
土
俵
、
そ

し
て
「
歓
迎
 貴
乃
花
部
屋
」
と
い

う
横
断
幕
。
本
格
的
な
雰
囲
気
に

目
を
見
張
り
ま
し
た
。

　
そ
う
、
こ
の
日
は
貴
乃
花
親
方

率
い
る
貴
乃
花
部
屋
の
力
士
が
原

山
小
を
訪
れ
、
原
山
小
と
内
野
小

の
児
童
、
原
山
中
の
一
年
生
た
ち

に
対
し
、
相
撲
教
室
が
開
催
さ
れ

た
の
で
す
。

　
土
俵
の
周
り
に
、
三
校
の
児

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
私
事
で
す
が
、
こ
の
春
に
知
人

が
亡
く
な
り
、
最
後
の
お
別
れ
を

す
る
た
め
に
初
め
て
印
西
斎
場
の

中
に
入
り
ま
し
た
。

　
印
西
斎
場
（
平
岡
1
5
3

8
）
は
、
J
R
木
下
駅
、
小
林

駅
、
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅
か

ら
い
ず
れ
も
約
3
娃
程
度
、
ほ

ぼ
中
間
に
あ
り
ま
す
。
事
業
主

体
は
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業

組
合
で
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
で

あ
る
平
岡
自
然
公
園
整
備
事
業

に
①
印
西
斎
場
（
約
2
ヘ
ク

タ
ー
ル
）・
②
印
西
霊
園
（
約

　
ヘ
ク
タ
ー
ル
）・
③
平
岡
自

11然
の
家
＆
野
外
施
設
（
約
4
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
化
に
伴

い
人
口
の
増
加
、
同
時
に
死
亡

者
数
お
よ
び
埋
葬
件
数
も
著
し

く
増
加
す
る
中
で
、
か
つ
て
市

内
に
は
火
葬
場
が
な
く
、
周
辺

自
冶
体
の
施
設
に
依
存
し
て
お

り
、
墓
地
需
要
も
寺
社
墓
地
の

み
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
状
況
の
解
消
目
的
が
平
岡

自
然
公
園
整
備
事
業
で
す
。

　
同
施
設
は
平
成
　
年
に
オ
ー

19

プ
ン
。
建
物
は
地
下
1
階
・
地

上
2
階
で
、
正
面
奥
に
火
葬
炉

が
あ
り
現
在
4
基
が
稼
働
。
将

来
は
2
基

追
加
の
可

能
設
置
施

設
に
な
っ

て
い
る
と

の
こ
と
で

し
た
。

　
左
側
建

物
に
は
通

夜
・
告
別
式
を
行
う

式
場
（
1
0
0
席
が

1
室
、　

席
が
2

70

室
）
が
あ
り
、
そ
の

ほ
か
付
随
し
て
待
合

室
・
遺
族
等
控
え

室
・
告
別
室
・
収
骨

室
・
霊
安
室
・
売
店

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
斎
場
利
用
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
あ

る
た
め
、
専
門
の
葬
祭
業
者
に

よ
る
申
し
込
み
が
ほ
ぼ
1
0
0

％
で
、
休
場
日
は
年
始
お
よ
び

友
引
の
日
。
平
成
　
年
度
の
利

24

用
は
、
火
葬
は
1
街
3
5
6
件
、

式
場
利
用
は
6
6
3
件
で
し
た
。

な
お
、
斎
場
の
実
際
運
営
は
、

専
門
の
民
間
委
託
ス
タ
ッ
フ
が

対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
と
な
り
に
あ
る
「
印

西
霊
園
」（
計
画
基
数
4
街
9

0
0
）
は
平
成
　
年
度
か
ら
利
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元
気
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
を
、
軽
々
と
持
ち
上
げ
る
力

士
に
も
歓
声
、
拍
手
が
絶
え
間
な

く
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
勝

負
が
終
わ
る
ご
と
に
き
ち
ん
と

「
礼
」。
と
て
も
見
て
い
て
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
特
別
な
取
組
と
し
て
、

両
小
学
校
の
代
表
力
士
同
士
の
対

抗
戦
、
両
小
学
校
の
若
い
先
生
も

力
士
と
対
戦
。
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
先
生
方
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
最
後
に
、
児
童
か
ら
親
方
に
花

束
が
進
呈
さ
れ
、
名
残
惜
し
そ
う

な
児
童
・
生
徒
た
ち
と
別
れ
を
告

げ
た
力
士
の
み
な
さ
ん
。

　
今
日
、
こ
の
土
俵
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
相
撲
教
室
は
、
子
ど
も
た

ち
が
大
き
く
な
っ
て
も
、
き
っ
と

心
の
中
で
輝
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

用
が
開
始
さ
れ
、
今

期
は
約
5
0
0
基
の

申
し
込
み
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
ひ
と
き
わ
目
立

つ
や
や
大
き
な
お
墓

が
一
つ
奥
の
方
に
あ

り
、
聞
い
て
み
る
と

身
元
不
明
や
引
き
取

り
手
の
な
い
無
縁
墓
と
の
こ
と
。

　
取
材
で
は
、
斎
場
長
の
織
戸
さ

ん
、
霊
園
担
当
の
麻
生
さ
ん
に

「
自
然
豊
か
な
環
境
と
調
和
し
た

明
る
い
雰
囲
気
を
持
つ
施
設
」
を

丁
寧
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
ご

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
に
出
向
い
て

見
学
さ
れ
て
み
て
は
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

■問 
印
西
斎
場
（
緯
碓42 
1
7
0
0
）・

印
西
霊
園
（
緯
碓42 
0
0
9
5
）。

広報レポーター：
 田中  
た な か

 謙一郎 （小林浅間）
けんいちろう 印西斎場・印西霊園

▲広いロータリーが特徴の印西斎場
入口　▼落ち着いた雰囲気の式場

▲土俵上で蹲踞の作
法を学ぶ児童たち
葛原山小の豆力士た
ちの寄り切りに貴翔
馬も大ピンチ骸

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

広報レポーター： 吉川   映子 （高花）
よしかわ えいこ

掲載情報は6月27日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

①プリンタ用詰め替えインク②プリンタ用インクカートリッチ③印旛中学校女
子・制服（１８号、２０号）、体操服（Ｌサイズ）、ブラウスなど④シングルベット
⑤犬の洋服⑥船穂中学校女子制服・ジャージ⑦スキー服（女性用）⑧パンツプ
レス⑨インクジェットプリンタ用インク７色（１千円）⑩しおん幼稚園帽子。

①わだ幼稚園男児、園服および体操服②ロックミシン③大森小学校の体操服④ 
ピアノ（アップライト）⑤印西中学校の女子用制服と運動着⑥しおん幼稚園男
児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）⑦天神幼稚園
男児、女児制服、ブラウスなど⑧犬用乳母車⑨ベビーカー⑩補聴器。

緑豊かな霊園は穏やかな雰囲緑豊かな霊園は穏やかな雰囲気気
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